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△

帳簿代用書類と消費税

Q「帳簿代用書類」は、消費税の仕入税

額控除を受けるための「帳簿」には該当しな

いそうですが、「帳簿代用書類」とはどのよ

うなものでしょうか。

A.:「帳簿代用書類」とは、「請求書や領

収書などの単なる綴り」を指します。

【解説】

消費税法の改正により、仕入税額控除の要

件として「帳簿及び請求書」の保存が義務付

けられたことに伴い、「帳簿」についてより

厳密な定義付けがなされることとなり、「改

正消費税法の施行後は、帳簿代用書類は帳簿

とは認めない」との見解が国税庁より明らか

にされています。

そこで「帳簿代用書類」とは、どのような

ものを指すのかが問題となるのですが、具体

的には、「請求書や領収書などの単なる綴り」

を指すようです。

このような綴りが利用されているケースは

多いでしょうが、ただ、実務的には、これら

の綴りはデータの打ち込みや転記の一時的な

基礎資料として使用しているケースがほとん

どで、何もしないで綴りだけ保存していると

いったケースは少ないでしょう。データの打

ち込みをしてそれをアウトプットしたプリン

トがあれば、それは「帳簿」に該当すること

になりますので、「帳簿及び請求書等」の保

存が完成したことになります。


